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1. はじめに 

継続的な現場技術者の不足や高齢化等により現場の施工管理に多大な労力を要する

状況となっている。そうした中、発注者及び顧客者からは施工精度の向上や出来型品質

の確保、安全性の確保が求められている。 

また建設業関係では３Ｋ（きつい、汚い、危険）、（きつい、帰れない、給料が安い）

のイメージにより、新規就労者不足が続いている。これらの情勢から情報化施工の活用

により、安全性の確保、品質の確保、施工効率の向上、施工精度の向上、環境負荷の低

減、技術評価値が向上することで、現場作業の効率化や建設コストの低減、建設業関係

のイメージアップとして若年層や女性層にも興味を持ってもらい今後の魅力ある建設

業の雇用促進に役立てたいとして試行したものである。 

 

 

2. 情報化施工とは 

建設工事の調査、設計、施工、監督、検査、維持管理という生産工程において、ＩＣ

Ｔ(情報通信技術)を使って各工程から得られる電子情報を活用して高効率・高精度の

施工を行い、そして施工工程で得られた電子情報を他の工程に使うことで、生産工程全

体の生産性の向上や品質の確保等を図るシステムである。 

 

 



 
 

3. 情報化施工のイメージ 

（１） 施工工程の中で情報化施工の建設機械は作業機の位置情報と３次元設計データーを

照合比較し、作業機のオペレーターの操作支援や自動制御等を行う。 

（２） ＩＣＴ施工により従来必要とされていた丁張りの設置や施工作業中の測量とそれに

ともなう修正作業が大幅に削減されるため、費用と工期の削減となる。 

（３） 工事期間の短縮による生産性の向上と建設機械の稼動率向上は、ＣＯ２排出量の削

減にもなる。 

（４） 建設機械の近くで行う測量作業と丁張り設置作業が大幅に削減できるため、従来に

比べ安全性も向上する。 

 

 

 



4. 情報化施工建機の主な活用方法 

 

 

5. ３次元位置検出方式 

ＶＲＳ方式  Virtual Reference Station 

国土地理院の電子基準点の測位情報から求められるＧＮＳＳ補正情報を利用する方

法で、ネットワーク型ＲＴＫ－ＧＮＳＳと呼ばれている。 

 

 

※ ＶＲＳ方式推進のための課題 

・国内の電子基準点は１２４０点あるが、情報配信から１０年以上が経過し、樹木の成

長や周囲の建物建築による遮蔽、民間業者がライセンスとして支払うソフト使用料

金等々の関係で有効な基準点は２００～４００点程度。 

・イニシャルコストが大幅に減る一方でランニングコスト（情報料、パケット通信料）

がかかる。⇒（ＲＴＫも固定局維持要） 



6. 情報化施工のメリット 

（１） 施工効率の向上 

３次元設計データーをもとに切盛土の把握ができ、丁張り設置やワイヤー設置作業、

敷き均し回数、検測回数の低減により、大幅な工期短縮とコストの削減が図られる。さ

らにカーブやインターチェンジなどの複合こう配で曲面が多い複雑な施工や目視が困

難な夜間作業でも効率良く施工が行える。 

 

※ 熟練オペレーターによる情報化施工は作業効率が一段と向上。 

※ 設計や施工データーの作成時間は含まれていない。 

※ 機械メーカー試験施工の結果であり、実際の施工とは異なる。 

 

 

（２） 安全性の確保 

あらかじめ入力した３次元設計データーをもとに施工するので、建設機械周辺での

測量や作業指示、作業補助が削減され安全に作業が行える。 

 

 

 

 



（３） 施工精度の向上、品質の確保 

３次元設計データーをもとに建設機械の作業機を高精度に制御しているので、仕上

げ面の精度が向上し品質が確保される。またオペレーターの操作技術に左右されるこ

と無く施工が可能である。 

 

 

 

（４） 環境負荷の低減 

建設機械の効率的な稼動で燃料消費量が低減される。また施工精度が良いため計画

通りに施工ができ、建設資機材等が余ることが少なくなり、結果としてＣＯ２の排出量

の抑制につながり環境負荷の低減が図られることとなる。 

 

 

 

 



（５） 技術評価値の向上 

 

 

 

【 ＣＭ 】空撮機（ドローン）の活用 

 



7. 試行現場地区概要 

当地区は十勝総合振興局管内の池田町高島にあり、畑作４品を中心とし一部では野

菜・酪農・肉牛など多様な農業経営が展開されている地域である。これまで農業生産基

盤の整備を進めてきたが、経年変化による排水機能の低下、波状地形による窪地圃場で

の排水不良により、作物生産、機械作業に支障を来たしていることから、畑地帯総合整

備事業によってこれらの阻害要因を解消し、作物の生産性の増加や効率的な農作業を確

立し、効率的で安定的な農業経営に資することを目的とする。 

 

 

8. 現地の情報化施工箇所の概要 

（１）工事工種 ： 区画整理（改良山成工） 

（２）施工規模 ： Ａ＝１３．８１ｈａ（１圃場） 

（３）使用機械 ： １６ｔ級ブルドーザ４台 

０．７ｍ３級バックホウ２台 

（４）作業内容 ： ＢＤ作業  荒切押し ２台 

２次施工（盛土管理） １台 

                基盤・表土仕上げ（ＩＣＴ施工）１台 

ＢＨ作業  端部処理 

 

使用機種：コマツＤ６５ＰＸ－１７ 

３Ｄ－ＭＣ ＧＮＳＳマシンコントロール 

 

 
 

（５）３次元位置検出方式 ： ＶＲＳ方式 
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10. 考察 

（１） ブル施工における適用 

  設定したデーターをもとに、運転席にあるモニターで確認しながら操作するため、オペ

レーターの技術度に関係なくレベル等の測量確認も要らないため効果的である。 

また排土板が設定にあわせて自動制御となるため、過掘り等の手直しや手戻り作業が

なく労務や燃料消費軽減になる。 

 

（２） 改良山成工における適用 

  大土工現場においては、荒切盛土は通常ブルドーザにて行い、基盤仕上げや表土仕上げ

においては施工誤差も少なく出来栄えもきれいであることから効果的である。 

 

（３） 農業土木工事における適用 

  情報化施工における取り組みとして、調査測量設計時の図面データーを３Ｄ化にする

ことで、それらデーターが重機装置にそのまま活用できる仕組みづくりが必要。 

  電子基準点の設置数を増すことで施工精度、範囲が広がる。 

今後においては、人件費、燃料消費、稼働時間等の検証が必要である。 

 

 

11. まとめ 

今回の試行においては、施工業者における先端技術の活用によって得られた報告をもと

に、発注者としても今後の動向に注視する必要があると感じられた。 

 農水省ほか国交省、関係省庁と情報を共有することで様々な活用手法が見出せるもので

あり、効率的かつ有効な取り組みであった。 

今後における情報化施工によって得られる機器類やデーター等が幅広い分野で活用でき

ると、既に取り組まれているスマート農業への結びつきにもなり、基盤整備から営農、そし

て営農における生産効果に役立つものと考えられ、農業農村整備事業の役割も変わってい

くことと思われる。 

最後に今回の試行が、『夢ある農業農村整備事業』への一歩となっていけたらと願う。 

 

【その他参考】 

◎平成２６年度 北海道内における情報化施工機械・機器保有又は使用状況 

 一般社団法人 日本建設機械施工協会北海道支部 

(http://www.jcmahs.jp/infodb/kiki/db.pdf) 

 

◎情報化施工「ＩＣＴ建設機械」の施工現場紹介 

(http://www.komatsurental-dotou.com/works) 

 

◎ＣＩＭが土木分野に与える影響 

 文中 ～ 『７．ＣＩＭと「２１世紀型」システム』、『８．技術者の幸福』 

 大阪大学 大学院工学研究所 環境・エネルギー工学専攻  教授 矢吹信喜 

(http://www.apptec.co.jp/technical_report/pdf/vol20/treport_vol_20-00.pdf) 

 



試行現場状況写真 
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